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TDBC最新報告などなど

2026年10月29日

一般社団法人 運輸デジタルビジネス協議会
小島 薫

協議会の概要

2

設⽴の背景
運輸（建設）は産業や社会の基盤、中小企業が99%以上

さまざまな業界課題
①1社では解決が難しい、②同じ課題を各社で解決

タクシー、ダンプ
トラック、バス
事業会社、団体

さまざまな技術、
ソリューションを
持つ企業、団体

事業者
会員

サポート
会員

パートナー
シップ
会員

発着荷主企業、
自治体等

運輸業界と、ICTなど多様な業種のサポート企業、およびパートナーシップ
企業が連携し、デジタルテクノロジーを利⽤することで運輸業界を安心・
安全・エコロジーな社会基盤に変革し、業界・社会に貢献する

設⽴の目的
2016年8月9⽇設⽴/
2018年6月8⽇一般社団法人化
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バース予約システム運⽤改善会議（仮称）の設⽴
 鈴与カーゴネット株式会社からの課題提議（8月21⽇）
 ハコベル株式会社を交えた3者でミーティングの実施（10月6⽇）
 TDBCのPJとしてバース予約運用改善に向けたチームを編成

（リーダー 澤入さん、サブリーダー 北村さん）
 10月29⽇（木）TDBC方針発表会で紹介し、メンバーを募集
 11月17日（火）10:00〜12:00 設⽴準備会開催（六本⽊⼀丁目）
 活動概要

① バース予約システム運用ルールの標準化の推進
（アンサーバック、予約開始時間の正常化等）

② バース予約システムAPIの普及促進
③ バース予約システムの標準化（プロセス、メッセージ、API）
④ 成功モデルの構築と公開

3

参画希望者は
TDBC事務局まで
ご連絡ください。

Agenda
 物流の2024年問題解決に向けた法令改正の動き
- 独禁法改正、物流特殊指定

 健康に対する新たな取り組み
- 自社での実践内容の事業化に向けた実証実験の実施
- 睡眠の質の改善に向けた取り組み

（SAS中等症での課題/漫然運転防止）
 バース予約システムに対する新たな取り組み
- 伝票デジタル化による検品の効率化〜検品レス
- ⻑崎地域の物流最適化に向けた調査検討事業
- バース予約システム運⽤改善会議（仮称）の設⽴

4
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発・着荷主間の対価（料⾦）⽀払いについて

5

出典︓公正取引委員会 第４回企業取引研究会 資料２
「企業取引研究会での議論を踏まえた対応の方向性」
https://www.jftc.go.jp/file/01_siryo2_r7_4.pdf

LOGISTICS TODAY（2026年3月11⽇）
「着荷主規制を導入へ、契約外の荷待ち・荷役にメス」
https://www.logi-today.com/922786

独禁法関連の改正内容の公開

6

出典︓公正取引委員会
(令和8年6月17⽇)「特定荷主が物品の運送又は保管を委託す
る場合等の特定の不公正な取引方法」、「製造委託等に係る代
⾦の⽀払に関する特定の不公正な取引方法」等について
https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2026/jun/26
0617_kokuji.html
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公正取引委員会 調査結果公開（2026年6月25日）
 (令和8年6月25⽇)令和7年度における荷主と物流事業者との取引

に関する調査結果等について
https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2026/jun/260625_buttok
uchousakekka.html

7

令和７年度における荷主と物流事業者との取
引に関する調査結果等について
https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrele
ase/2026/jun/260625_buttokuchousake
kka.pdf

３ 独占禁⽌法上の問題につながるおそれのある主な事例

8

出典︓公正取引委員会「令和７年
度における荷主と物流事業者との
取引に関する調査結果等につい
て」からの抜粋
https://www.jftc.go.jp/houdou/p
ressrelease/2026/jun/260625_b
uttokuchousakekka.pdf
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不当な経済上の利益の提供要請事例（独占禁⽌法）

9

出典︓公正取引委員会「令和6年度における荷主と物流事業者との取引に関する調査結果及び優
越的地位の濫用事案の処理状況について」(令和7年6月24⽇)からの抜粋
https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2025/jun/250624_buttokuchousakekka.html

３ 独占禁止法上の問題につながるおそれのある主な事例  （括弧内は荷主の業種） 

これまでの健康に対する取り組み

10

2022年9月〜 WG02（2022年度） WGでの議論と活動
健康セミナー「各社の健康の取り組みについて」3社登壇
TDBC Forum 2023 事例発表「社員の健康⽇本一を目指す中⽇臨海バ
スの新たな健康経営の取組み」

2024年9月〜WG02（2024年度）WGでの議論と活動
健康意識に関する調査実施
管理者の健康経営への課題意識（80%）ドライバーの期待（70%）
CPAP治療/マウスピース治療の効果検証の実施（中等症での課題）

中⽇臨海バスさんの健康経
営の取り組みの事例公開
「安全運⾏は⾄上命題。健
康経営で変わる、バス会社
の未来」⼤塚製薬健康社⻑
健康意識に関する調査結果
の公開
バインスタリングを使用し
た実証実験の実施と結果の
公開

2025年9月〜WG02（2025年度）WGでの議論と活動
「健康で安心･安全な業界の実現PJ」中日臨海バス株式会社 樋口さん
健康課題への取り組み「SASと漫然運転」
TDBC Forum 2026 SAS発⾒からCPAP治療につながった健康DX実例

「管理栄養⼠」による運輸
業界の健康実現の取り組み
⼤橋運輸株式会社事例共有
SAS発⾒〜治療での事例化
⼤学、団体、⾏政との連携

9
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中日臨海バス株式会社の取り組み

11

出典︓
TDBC 
Forum 
2023 事例
「社員の健
康⽇本一を
目指す中⽇
臨海バスの
新たな健康
経営の取組
み」発表資
料からの抜
粋
https://tdb
c.or.jp/doc
s/forums/2
023/Forum
2023_jirei_
chuunichi.p
df

中日臨海バス株式会社の取り組み

12

出典︓
TDBC 
Forum 
2023 事例
「社員の健
康⽇本一を
目指す中⽇
臨海バスの
新たな健康
経営の取組
み」発表資
料からの抜
粋
https://tdb
c.or.jp/doc
s/forums/2
023/Forum
2023_jirei_
chuunichi.p
df
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出典︓TDBC Forum 2026 WG02
「健康経営の推進と健康課題解
決」発表資料からの抜粋
https://tdbc.or.jp/docs/forums
/2026/wg02.pdf

その実現のための実証実験に向けて
本格的に動き出しました

これからの健康に対する取り組み

14

2022年9月〜 WG02（2022年度） WGでの議論と活動
健康セミナー「各社の健康の取り組みについて」3社登壇
TDBC Forum 2023 事例発表「社員の健康⽇本一を目指す中⽇臨海バ
スの新たな健康経営の取組み」

2024年9月〜WG02（2024年度）WGでの議論と活動
健康意識に関する調査実施
管理者の健康経営への課題意識（80%）ドライバーの期待（70%）
CPAP治療/マウスピース治療の効果検証の実施（中等症での課題）

中⽇臨海バスさんの健康経
営の取り組みの事例公開
「安全運⾏は⾄上命題。健
康経営で変わる、バス会社
の未来」⼤塚製薬健康社⻑
健康意識に関する調査結果
の公開
バインスタリングを使用し
た実証実験の実施と結果の
公開

2025年9月〜WG02（2025年度）WGでの議論と活動
「健康で安心･安全な業界の実現PJ」中日臨海バス株式会社 樋口さん
健康課題への取り組み「SASと漫然運転」
TDBC Forum 2026 SAS発⾒からCPAP治療につながった健康DX実例

「管理栄養⼠」による運輸
業界の健康実現の取り組み
⼤橋運輸株式会社事例共有
SAS発⾒〜治療での事例化
⼤学、団体、⾏政との連携

睡眠の質の改善に向けた取り組み（SAS中等症での課題/漫然運転防止）
睡眠中の⾼濃度酸素噴霧システムを活⽤し、バイスタリングによるODIで評価

事業化に向けた実証実験の実施（自社での実践内容をサービス化）
中⽇臨海バス株式会社 事業化企画室 樋口さん、奥埜さん 社会実装（実現）
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TDBC実証実験：三つの大きな効能・ポイント

1. 【安全・経営面への効能】

・人材の定着や定年延長を見据えた「健康で長く働ける環境づくり」（雇用を守る）

・「本人もご家族も安心して選べる・応援できる会社づくり」による採用力の強化（採用への価値）
・脳・心臓疾患などによる「健康起因事故の未然防止」（会社と乗務員の命を守る）

2. 【現場・個人の意識への効能】

・これまで健康に関心が薄かった乗務員の「主体的な行動変容（セルフケアの定着）」

・ご家族の協力・後押しを生かした日常的な健康行動の持続・促進

3. 【組織・風土への効能】

・管理者と乗務員のコミュニケーション活性化、および「会社への信頼感・モチベーションの向上」

・「社員だけでなくご家族まで大切にする会社」としての、他にはない強固な信頼関係の構築

SAS発⾒からCPAP治療につながった健康DX事例

18

出典︓TDBC 

Forum 2026 
事例セッショ
ン「事故を防
ぐだけじゃな
い、人生を変
える安全管理
へ〜SAS発⾒
からCPAP治
療につながっ
た乗務員健康
DXの実例
〜」（株式会
社セイリョウ
ライン）発表
資料からの抜
粋
https://tdbc.
or.jp/docs/fo
rums/2026/
seiryo.pdf

ＳＡＳの場合、ＳＡＳでない人に比べ交通事故のリスクが約2.4倍 ※自動⾞運送事業者における 睡眠時無呼吸症候群対策マニュアル

15
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O2ソリューション（ TEO株式会社/甦龍株式会社）

19

睡眠の質の向上に期待。特に軽度
〜中等症で、マスピース治療と併
用することで、酸素濃度を上げ、
睡眠の質の向上との効果を期待。

※睡眠時無呼吸症候群（SAS）の診
断基準が変更（2026年6月〜）
「CPAP治療の適応外」とされていた
方でも、新しい基準では治療対象と
なる可能性が。

実証実験の概要案
 バインスタリングのODI（Oxygen Desaturation Index＝酸素飽

和度低下指数）による評価
ODIは、睡眠中に⾎中酸素飽和度（SpO2）が3〜4%以上低下した
回数を1時間あたりで示す指標

 ⾼濃度酸素の供給により⾎中酸素飽和度（SpO2）の改善を期待
 実施においてはマウスピース治療との併用を想定。

（治療を妨げない）
 マウスピース（口腔内装置、スリープスプリント）は就寝中に装着し、下顎

を数ミリ前⽅に突き出すことで⾆根部を引き上げ、咽頭部の気道を拡⼤しま
す。これにより、睡眠中の気道閉塞や無呼吸・低呼吸の発生を抑制し、⽇中
の眠気や倦怠感の改善が期待できます。
（マウスピース治療によってAHI※は有意に低下する）
※AHI（Apnea-Hypopnea Index︓無呼吸低呼吸指数）は、睡眠中に1時間
あたり何回の「無呼吸」と「低呼吸」が起きたかを示す指標

20
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これまでのバース予約システムに対する取り組み

21

2020年12月〜
株式会社セイリョウライン 幣旗社⻑よりの課題提議
運送事業者ヒアリングの実施、国⼟交通省 物流政策課との協議
国⼟交通省の調査事業への協⼒（2022年8月）

2023年9月〜WG04（2023年度）WGでの議論と活動
国⼟交通省、経済産業省との協議
物流の3省合同会議への働きかけ、ヒアリング対応、パブコメ提出
TDBC Forum 2024「パートナーシップによる物流の効率化の実現」

国⼟交通省「物流標準化の
現状把握調査・事業者連携
による実証事業報告書」へ
の課題とあるべき姿の掲載
2023年6月頃
TDBC「荷待ち時間ゼロガ
イドライン」の公開
3省合同会議での「取りま
とめ」でのバース予約シス
テムの適正な表記

2024年9月〜WG04（2024年度）WGでの議論と活動
物効法政省令（判断基準）、貨物自動⾞運送事業法等パブコメ提出
3省への協⼒（判断基準解説書、事例集、対応の⼿引き等）
TDBC Forum 2025「受け身から提案へ…」荷待ち等時間、料⾦改善

荷主の判断基準解説書事例
集への掲載
荷待ち、荷役等時間の把握
と料⾦請求による改善事例

2025年9月〜WG04（2025年度）WGでの議論と活動
運送事業者の効率化と予約時間、予約枠と荷役等時間の実績調査

バース予約受付システムの導入効果を最⼤化

22

出典︓国⼟交通省「物流
標準化の現状把握調査・
事業者連携による実証事
業報告書」より抜粋
https://www.mlit.go.jp/
seisakutokatsu/content/
001615133.pdf
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22



Copyright (C) 2026 General Incorporated Association
Transportation Digital Business Conference. All Rights Reserved.

23

出典︓TDBC 
Forum 2024 基調
講演（2024年7月
5⽇開催）
経済産業省「『物
流の2024年問
題』等への対応に
ついて」発表資料
からの抜粋
（p.12）
https://tdbc.or.j
p/docs/forums/
2024/keizai.pdf

• バース予約システム運⽤の課題
• デジタコの活⽤（小野塚委員）

• TDBCからの申し入れ、ヒアリング
• 荷主55団体、物流事業者関係9団体

合同会議課題提議〜申し入れ・ヒアリング対応
 第1回合同会議「審議事項、考え⽅の整理」（2024年6月28⽇）

 トラックが一時に集中して到着することがないよう、混雑時間の回避等に
より貨物の出荷・納品⽇時を分散させること

 トラック予約受付システムを導入すること

24

 第2回合同会議「合同会議取りまとめ案」（2024年9月26⽇）
 トラックが一時に集中して到着することがないよう、トラック予約システ

ムの導入や混雑時間を回避した日時指定等*により、貨物の出荷・納品日
時を分散させること。
なお、トラック予約受付システムについては、単にシステムを導入するだ
けではなく、関係事業者の配送スケジュールに配慮した予約時間の調整や
利用率の向上など、現場の実態を踏まえ実際に荷待ち時間の短縮につなが
るような効果的な活⽤を⾏うこと。

23
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出典︓経済産業
省 説明会資料
「改正物効法に
基づく特定事業
者の対応につい
て」p.4

https://www.m
eti.go.jp/policy
/economy/dist
ribution/2509
17-
18_material.p
df

TDBC「荷待ち時間ゼロガイドライン」

26

TDBC「荷待ち時間ゼロ
ガイドライン」
https://tdbc.or.jp/pag
es/zeroguide/

出典︓TDBC Forum 2024 WG04「人材、働き方改
革、荷主とのパートナーシップによる2024年問題
の対応」ワーキンググループ発表資料からの抜粋
https://tdbc.or.jp/docs/forums/2024/wg04.pdf
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荷待ち時間の短縮（荷主の判断基準解説書事例集）

27

出典︓荷主判断基準の解説書取組事例集（ver.1.1）
「荷主の貨物自動⾞運送役務の持続可能な提供の確保に資する運転者
の運送及び荷役等の効率化に関する判断の基準の解説書（事例集） 」
https://www.meti.go.jp/policy/economy/distribution/sippers-
judgment-criteria-casestudies-book_ver.1.1.pdf

②トラック予約受付システムの導入及びその適切な
活用等により、トラックの到着⽇時を調整すること

TDBC会員の運送事業者での状況 2024年度活動

28
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TDBC会員の運送事業者での状況 2024年度活動

29

出典︓TDBC Forum 2024 パネルディスカッション「受
け身から提案へ、荷主を動かした物流会社のシナリオと
は」菱木運送株式会社
https://tdbc.or.jp/docs/forums/2025/panel.pdf

© General Incorporated Association Transportation Digital Business Conference.
31

【活動内容】仮説と実証テーマ 

「運送事業者の希望する予約時間」と「実際に予約が取れた時間」の実態調査 
「運送事業者都合待機時間」と「荷主都合待機時間」の明確化 

バース予約システム未活用の発着現場における待機・荷役実態の明確化 

現実の需要（希望時間）と供給（予約枠）をマッチさせることができるか まずは実態に迫る 
荷主が認識していない「予約時間前の構外待機」の実態を見える化する 

  バース体制最適化   「希望時間」と「予約枠」   の乖離    

  構外待機の可視化  バース予約 × デジタコ統合分析  
「何が原因で滞在が伸びているか」を、現場運用単位で見える化する 

 待機/荷役/滞在の分解  予約なし現場の実態可視化 

1 ４ ３ 
バース予約システムの「予約枠」の最適化 

 荷姿・荷量情報（ASN  が予約時間想定と合って  いない？     待機を生む構造の特定          

     ASN × バース予約  「予約枠時間」と「荷役作業実績」の乖離分析 

2 

待機発生要因を4つのテーマへ整理
予約・荷量・現場能力・到着タイミングなど、複数要因が重なって発生している可能性があった。 

待機構造を分解し、4つのテーマに整理して実証を進めた。 

出典︓TDBC Forum 2026（2026年7月10⽇開催）
WG04「荷主とのパートナーシップによる2024年問
題の解決と、働く環境の改善」発表資料からの抜粋
https://tdbc.or.jp/docs/forums/2026/wg04.pdf
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ASN活用による次ステージの可能性 
予約時間枠が適正だったかについて、実績時間との比較で分析を実施したところ、全体としては＋4.8分で、±10分以内が61.3％、30分以上の超過が6.9％。一方で、20分以上の余剰が9.7％となった。 

事前出荷情報（ASN）を活用することで、「作業実態に応じた予約最適化」実現の可能性を確認 

2 【分析結果】結果⑤ 

比率 差分指標 
+4.8分 平均差分 61.30% ±10分以内率 24.80% 10分超過率 13.60% 20分超過率 6.90% 30分超過率 21.40% 10分以上余剰率 9.70% 20分以上余剰率 

差分（分）  = 実績作業時間 - 予約枠時間 

平均差分 作業種別 +12分 バラ下ろし ▲4分 パレット下ろし 

平均差分 便区分 +18分 ドライ特売DC +14分 ドライMD +2分 定番DC ▲3分 自動倉庫 

平均差分 ケース数帯 ▲8分 〜40 ▲1分 40〜100 +7分 100〜200 +11分 200〜350 +19分 350超 

荷量/荷姿・便区分等による平均差分
推奨 現行 貨物特性 20〜25分 30分 定番PL小口 30分 30分 定番PL中量 40分 30分 バラ100〜200 50〜60分 30分 バラ200超 45〜60分 30分 特売案件 45分 30分 MD案件 

貨物特性による予約時間枠（案）

                  【ASN活用の方向性】 
・荷量∕荷姿ごとの作業負荷予測・バース特性に応じた予約設計・「予約管理」から「予約最適化」へ

これからのバース予約システムに対する取り組み

33

2020年12月〜
株式会社セイリョウライン 幣旗社⻑よりの課題提議
運送事業者ヒアリングの実施、国⼟交通省 物流政策課との協議
国⼟交通省の調査事業への協⼒（2022年8月）

2023年9月〜WG04（2023年度）WGでの議論と活動
国⼟交通省、経済産業省との協議
物流の3省合同会議への働きかけ、ヒアリング対応、パブコメ提出
TDBC Forum 2024「パートナーシップによる物流の効率化の実現」

国⼟交通省「物流標準化の
現状把握調査・事業者連携
による実証事業報告書」へ
の課題とあるべき姿の掲載
2023年6月頃
TDBC「荷待ち時間ゼロガ
イドライン」の公開
3省合同会議での「取りま
とめ」でのバース予約シス
テムの適正な表記

2024年9月〜WG04（2024年度）WGでの議論と活動
物効法政省令（判断基準）、貨物自動⾞運送事業法等パブコメ提出
3省への協⼒（判断基準解説書、事例集、対応の⼿引き等）
TDBC Forum 2025「受け身から提案へ…」荷待ち等時間、料⾦改善

荷主の判断基準解説書事例
集への掲載
荷待ち、荷役等時間の把握
と料⾦請求による改善事例
JPICとの連携 物流情報GL

鈴与カーゴネット株式会社 澤入社⻑からの課題提議（A/B、G/O）
WG04（2025年度）WGでの議論（自動配⾞できない等）

2025年9月〜WG04（2025年度）WGでの議論と活動
運送事業者の効率化と予約時間、予約枠と荷役等時間の実績調査

TDBCの枠を超えたPJとし
て活動
①バース予約システム運用
改善会議の設⽴と活動
②デジタル化による効率化
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納品

物流における伝票と業務プロセス(HTの利⽤）

34

食品卸事業者加工食品メーカー

発注
仕入計上受注

出荷納品
売上計上

発注

請求書 ⽀払い

※HT（ハンディターミナル）

荷待ち、荷役作業時間の短縮

35

荷積み ⾛⾏ 受付 荷役
検品

受領書
受取り 出庫

荷待ち時間 荷役等時間

34
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39

これまでのバース予約システムに対する取り組み

40

2020年12月〜
株式会社セイリョウライン 幣旗社⻑よりの課題提議
運送事業者ヒアリングの実施、国⼟交通省 物流政策課との協議
国⼟交通省の調査事業への協⼒（2022年8月）

2023年9月〜WG04（2023年度）WGでの議論と活動
国⼟交通省、経済産業省との協議
物流の3省合同会議への働きかけ、ヒアリング対応、パブコメ提出
TDBC Forum 2024「パートナーシップによる物流の効率化の実現」

国⼟交通省「物流標準化の
現状把握調査・事業者連携
による実証事業報告書」へ
の課題とあるべき姿の掲載
2023年6月頃
TDBC「荷待ち時間ゼロガ
イドライン」の公開
3省合同会議での「取りま
とめ」でのバース予約シス
テムの適正な表記

2024年9月〜WG04（2024年度）WGでの議論と活動
物効法政省令（判断基準）、貨物自動⾞運送事業法等パブコメ提出
3省への協⼒（判断基準解説書、事例集、対応の⼿引き等）
TDBC Forum 2025「受け身から提案へ…」荷待ち等時間、料⾦改善

荷主の判断基準解説書事例
集への掲載
荷待ち、荷役等時間の把握
と料⾦請求による改善事例
JPICとの連携 物流情報GL

鈴与カーゴネット株式会社 澤入社⻑からの課題提議（A/B、G/O）
WG04（2025年度）WGでの議論（自動配⾞できない等）

2025年9月〜WG04（2025年度）WGでの議論と活動
運送事業者の効率化と予約時間、予約枠と荷役等時間の実績調査

TDBCの枠を超えたPJとし
て活動
①バース予約システム運用
改善会議の設⽴と活動
②デジタル化による効率化
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バース予約システム運⽤改善会議（仮称）の設⽴
 鈴与カーゴネット株式会社からの課題提議（8月21⽇）
 ハコベル株式会社を交えた3者でミーティングの実施（10月6⽇）
 TDBCのPJとしてバース予約運用改善に向けたチームを編成

（リーダー 澤入さん、サブリーダー 北村さん）
 10月29⽇（木）TDBC方針発表会で紹介し、メンバーを募集
 11月17日（火）10:00〜12:00 設⽴準備会開催（六本⽊⼀丁目）
 活動概要

① バース予約システム運用ルールの標準化の推進
（アンサーバック、予約開始時間の正常化等）

② バース予約システムAPIの普及促進
③ バース予約システムの標準化（プロセス、メッセージ、API）
④ 成功モデルの構築と公開

41

参画希望者は
TDBC事務局まで
ご連絡ください。

物流情報標準ガイドラインの改訂に向けて
 物流情報標準ガイドラインに対する意⾒募集

締め切り 2026年9月28⽇（月）正午（12:00）
https://j-pic.or.jp/standardized-implementation/standardization/

 提出予定
- バース（トラック）予約システム

（現在はプロセス定義のみ、標準メッセージ定義を提案）
- フィジカルインターネット

今後のフィジカルインターネットの普及に備え、プロセス定義、
可能であれば標準メッセージのプロトタイプの定義

- 動態管理、デジタコ（業務記録）ついては要検討
 物流情報標準化検討委員会設置（11月第1回会合）

46
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意⾒に対する事務局コメント（2024年）
委員会開催前事務局方針ご意見ページ

番号対象資料＃

ご指摘ありがとうござい
ます。
ガイドライン作成時に検
討した経緯がございます
が、サービス提供事業者
へのヒアリング結果から、
現在は競争領域であると
判断し、独立したプロセ
ス、項目の標準化の実施
を見送りました。
ただし、重要性はご指摘
の通りであり、ベンダー
企業への調査、関連事業
者によるWG等を実施し、
次年度以降に再検討する
べき項目であると考えて
おります。

バース予約（配達プロセス）とされていますが、バース予約のプロセスを独立させるべきと考えます。
その理由としては、全ての発着荷主でバース予約が導入されている訳ではないこと。
また、現在の配達プロセスの中でも、「荷受人は、荷受時に利用するバース予約等を実施し、その内容を…」とさ
れており、バース予約のプロセスが外側にあることを示しています。
現在、物流の現場ではバース予約システムが発着荷主毎にシステムや運用ルールが異なっていることで、非常に苦
労しています。（多画面問題）
この件については、国土交通省さんの調査事業でも明確になっています。
国土交通省「物流標準化の現状把握調査・事業者連携による実証事業報告書」
https://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/content/001615133.pdf
これらを標準化するためにもバース予約のためのプロセスを独立させるべきだと思います。
例）
プロセス「バース予約」
サブプロセス
・バースとその空き時間情報取得
・バースの新規予約、予約変更依頼
・バース予約情報の取得
・バース予約の更新依頼（運送会社、車番等）
・バース予約関連情報（車両の遅延等）

42〜47物流情報標準
ガイドライン5

同上です。

また、配達プロセスのビジネス詳細フローでは、「配送手配」をして「着荷予定通知」となっていますが、バース
予約が着荷主に導入されている場合には、バース予約時間確定後の配車（運送手配）が一般的であり、配達条件指
定でバース予約を受け取った場合には再配車が発生し、非常に効率の悪い状況となります。（実際にバース予約シ
ステムのアンサーバック方式では、再配車や増車での対応を余儀なくされています。）
本来は、p.17の「運送依頼情報」を受け取った時点で荷受人が予約したバースの予約番号を受け取るべきです。
実際に、現在の「運送依頼情報」の「36 バース予約番号」の項目の項目定義には「荷受人が予約したバースの予約
番号」と記載されています。
但し、複数荷卸し等の場合には、受け取った予約時間では難しいしく、運送事業者側での予約変更が必要な場合も
あります。また、配車後の車両番号、連絡先の登録なども発生しますので、独立したバース予約プロセスが必要と
なります。
また、物流情報標準ガイドラインでは、「荷受人が予約したバースの予約番号」とされているように着荷主がバー
ス予約を実施し、それを発荷主を経由して受け取るとのあるべき姿となっていますが、実態としてはバース予約の
取得も運送事業者に丸投げの状態となっています。その結果、荷量や荷姿、混載の有無もわからない運送事業者が
とにかく都合の良い時間を確保との無駄な動きとなっています。

46〜47、
17
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47

意⾒に対する事務局コメント（9月27日）

48

バース予約システムについては引き続き競争領域ではないかと考えています。1団体として標準を決めるには時期尚早ではないかと考えるため、今後JPICとして
標準化を考えるべきか委員会での議題といたします。
新たに「バース予約」のプロセスを検討すべきとの結論になった場合、新たに標準プロセス・項目を検討する必要がでてきますが、JPICが単独で標準化を進めて
も普及しない懸念がございます。そもそもどのように進めるべきなのか、実証実験等を国交省に要望すべきなのか含めて整理する必要があると考えます。
以上の観点を踏まえ、委員会で議論いたします。（その他、ガイドラインの記載範囲を広げるご意⾒について、まとめてどれを取り扱うべきなのかを議論予定と
なります。）
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⼀般社団法人 運輸デジタルビジネス協議会
https://tdbc.or.jp/

E-mail unyu.co＠wingarc.com

TEL 03-5962-7370

「26年1月に施⾏︕荷主・物流事業者は取適法に
どのように対応すべきか」セミナー（2025年10月22日）

50

出典︓TDBC【開催報告】「26年1月に施⾏︕ 荷主・物流事業者は取適法にどのように対応すべきか」
https://tdbc.or.jp/news/2025/68d111ea6c7e4817ec1dcd97/
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ディスカッションテーマ
1.取適法により荷待ち、荷役等の料⾦の⽀払いについて強制

⼒がさらに増すと思いますが、認識に間違いはないでしょ
うか

2.その前提となる運送契約ですが、運送事業法では未締結に
対しての罰則はありませんが、取適法での発注内容の明示
義務、罰則も適用されるのでしょうか

3.既に、運送事業者から荷待ち、荷役等の料⾦について発荷
主に対して、請求が⾏われるようになり、その時間短縮や
料⾦の適正な収受が⾏われるようになってきましたが、
一方で中小発荷主から⼤⼿着荷主に対する請求についても
取適法で守られるのでしょうか

51

⼀般社団法人 運輸デジタルビジネス協議会
https://tdbc.or.jp/

E-mail unyu.co＠wingarc.com

TEL 03-5962-7370
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